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笑顔を見せながら一斉にスタートする子どもたち

　「第46回子どもマラソン大会」（内子・城廻愛護班連絡
会他主催）が２月21日、内子小学校周辺のコースで行わ
れました。内子小学校の全児童が対象で、１年生から順
番に出走。号砲が鳴ると、みんな元気いっぱいに走り出
していました。松井悠

ゆ う ま

真さんと宇都岡玲
れ い さ

沙さんが６連覇
を達成し、松井さんは「家族に感謝を伝えたい」、宇都岡
さんは「努力してよかった」と声を弾ませました。

雪で延期になった「子どもマラソン大会」
晴天の下で全力疾走、晴れやかな笑顔

　育児中の母親を対象とした「多肉植物の寄せ植え体験」
が２月 20 日、子育て支援センターで行われました。用
意された多肉植物は約 20 種類。参加者は「どれもかわ
いい」「選べない」と、にこやかに話しながら作業を進
めていました。講師の田中早

さなえ

苗さん＝堂村＝は「多肉植
物に興味を持って、楽しんでもらえた。忙しいママたち
の癒しの時間になってよかった」と笑顔で話しました。

子育ての合間に癒しのひとときを――
ママが楽しむ「多肉植物の寄せ植え体験」

「かわいくできた」と大満足のママたち

　劇団オーガンス公演「最初にそれを喰った奴」が２月
23日、内子座で上演されました。今回は火星を舞台とし
たＳＦ作品。開発途中の火星で大事故が起こり、３人の技
術者が取り残されたことから物語は進みます。パカッと開
くエイリアンの卵のような植物や、客席から飛び出す火星
人など、会場は驚きと笑いで包まれていました。観客は「堅
苦しくないＳＦで、たくさん笑った」と満足そうでした。

劇団オーガンスが描くＳＦ超大作
磨きをかけた演技と演出で観客を魅了

　▲散歩とドライブの見どころをマップにまとめた

不思議な火星人がたくさん登場して会場を沸かした

どんどん広がる御祓地区の魅力
「みそぎマップ」を広げて散策しよう

　御祓地区の見どころを紹介する「みそぎマップ」が１
月 25 日に完成しました。コミュニティカフェみそぎの里
のメンバーが「みそぎの里に食べに来てくれた人たちに
地域の魅力を伝えたい」と考案し、地元作家の稚

ち ご の す け

児之介
隼
はやぶさえもん

衛門さんがイラストなどを担当しました。水谷円
ま ど か

香さ
んは「御祓地区の魅力をぎゅっと詰めた。イラストもか
わいいので、ぜひ手に取ってほしい」と話しました。
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　おいしいコーヒーの入れ方を学ぶ「ＣＯＦＦＥＥ  ＷＯＲＫ
ＳＨＯＰ」が２月８日、古民家ゲストハウス内子晴れで
行われました。講師は同店のスタッフ・黒岩健

け ん す け

介さん。
９人の参加者に本格的なハンドドリップの仕方を教えた
ほか、焙煎度の違う４種類のコーヒーを提供して味の違
いを伝えていました。黒岩さんは「自分の好きな味を探
すのが楽しい。いろいろ試してみて」と話しました。

毎日の食卓に本格的なコーヒーはいかが？
内子晴れの「Ｃ

コ ー ヒ ー

ＯＦＦＥＥ  Ｗ
ワ ー ク シ ョ ッ プ

ＯＲＫＳＨＯＰ」

内子ジェニックな映像がＣＭに――
放送回数50回の伊予銀行賞を受賞

　「ふるさとＣＭ大賞えひめ’20」（愛媛朝日テレビ主催）の
公開審査会が2月16日、松山市総合コミュニティセンター
で開かれました。内子町からは、内子町観光協会の『内子
ジェニック』を出品。映像作家のニール・ハートマンさんの
美しい映像で会場を魅了しました。上映後にはニールさ
んに扮した松田光

み つ ひ ろ

博さんが会場を盛り上げ、見事「伊予
銀行賞」を受賞。年間50回の放送権を獲得しました。

早速、教えてもらった本格的なドリップの仕方に挑戦

司会者に「似てない」とつっこまれる偽ニールさん

上_「やまなみネイチャーランド」で小田深山に自生す
る苔などを顕微鏡で観察。植物カルタなどもあり、遊
びながら豊かな自然を学なんだ　下＿初めて行われた

「盆栽作り」。小さな大自然を思い思いに作っていた

自然豊かな町から考える地球の環境
「平成31年度内子町環境子ども会議」

　子どもたちが地球の環境を考える「平成 31 年度内子
町環境子ども会議」（内子町・内子町教育委員会主催）
が２月 12 日、共生館で開かれ内子町内全ての小・中学
校から 320 人が参加しました。
　まず内子町森林組合の大鍋直

な お ゆ き

幸さんと㈲内藤鋼業の内
藤昌

ま さ の り

典さんが林業やバイオマス発電について講話しまし
た。内藤さんは「発電は間伐材を使うから、山がだんだ
んきれいになっている。地域でエネルギーが循環すると、
経済も地域で回るようになる」と、その意義を説明。児
童からは「きれいな森があるのは当たり前でないことが
分かった」などの感想が聞かれました。
　続く体験型学習では小学生が 10 カ所のブースに分か
れて、廃食油せっけん作りや万華鏡作りなどを体験。中
学生は地球環境について学びながら、風力発電装置を作
りました。盆栽作りを体験した大程利

り く

空くん（大瀬小５
年）は「盆栽作りを通じて、人の力で育てる森があること
を知った。家の畑でもいろいろな植物を植えて育ててみた
いし、自然を大切にしたい」と目を輝かせていました。


